






２０１９年度 課題別研修「アセアン諸国における人身取引対策協力促進」実施要項 
 
１．趣 旨 

国際協力機構（JICA）がアセアン諸国において実施する、人身取引被害者保護・社会復帰・

被害の予防の分野でのプロジェクトのカウンターパート及びアセアン地域の人身取引対策に携

わる関係者を対象としたワークショップ型研修を実施する。３年計画の第２年次＊。    

人身取引撲滅と被害者保護は一国のみで対応できる課題ではなく、国境を越えた広域的課

984C として対応するためにも、アセアン地域におけるネットワーク形成が重要である。参加者

が日本を含め、互いの国の人身取引対策に関する取組について相互理解を深め、特に予防、被

害者の保護と自立支援に携わる関係機関の役割や協力体制等について把握し、参加者間で人身

取引対策に取り組む機関の機能強化や連携、国を越えたネットワークの強化に資する方策を検

討することを目的として行われる。 

 

２．主  催   独立行政法人国際協力機構（JICA） 

 

３．実施機関   独立行政法人国立女性教育会館（NWEC） 

 

４．協  力   内閣官房、外務省、厚生労働省、法務省、警察庁、出入国管理在留庁、国際 

移住機関(IOM)、東京都、人身売買禁止ネットワーク(JNATIP)、一般社団法人

社会包摂センター他  

 

５．期  日   令和元年 10 月 23 日（水）～11 月８日（金） 

 

６．対  象   １２名（男女） 

カンボジア、ラオス、ミャンマー、フィリピン、タイ、ベトナムの人身 

取引対策の予防と保護の分野に携わっている者（中央・地方政府機関等）。 

 

７．研修項目 

（１）日本政府の人身取引対策及び日本の人身取引被害者保護支援策について理解する。 

（２）日本の民間団体による被害者支援策について理解する。 

（３）参加各国における人身取引対策の予防・起訴・保護の一連のプロセスや関係機関の役割

を把握するとともに、好取組事例を共有し、課題について検討する。 

（４）アセアン地域におけるより良い関係づくりに向けた方策について検討する。 

（５）（１）から（４）を通して得られた知見をもとに、各国の人身取引対策の改善や地域間及

び国内間の関係強化に向けたアクションプランを作成する。 

 

８．使用言語  英語 

 

９．日  程  別添参照 

 
＊本研修の前身として、「人身取引に関する日タイ合同ワークショップ」（平成 21～24 年度）、「国別研修ミャン

マー」（平成 24～25 年度）、「国別研修ベトナム」（平成 24～25 年度）、地域別研修「アジア諸国における人身

取引対策協力促進セミナー」（平成 24 年～26 年度）、課題別研修「アセアン諸国における人身取引対策協

力促進」（平成 27 年～29 年度）が、国立女性教育会館を実施機関として開催された。「メコン地域人身取引

被害者支援能力向上プロジェクト」タイ関係者を対象にした国別研修が、JICA 関西で昨年度まで開催された。 

２２００１１９９年年度度課課題題別別研研修修「「アアセセアアンン諸諸国国ににおおけけるる人人身身取取引引対対策策協協力力促促進進」」研研修修日日程程

曜曜日日 時時間間 研研修修内内容容 講講師師 研研修修場場所所 宿宿泊泊先先

10月22日 火 来日、移動　成田国際空港 → 幡ヶ谷(ＴＩＣ) ＴＩＣ

23日 水 AM JICAブリーフィング ＪＩＣＡ

13:30-
14:00

オリエンテーション、関係者紹介、プログラム全体説明 阿部　亮子（国際協力機構（JICA)）

14:00-
17:30

プログラム詳細説明・施設見学諸注意 渡辺美穂（国立女性教育会館研究国際室研究員（NWEC))

24日 木 9:30-
12:00

人身取引問題の解決に向けた課題共有 研修員、渡辺　美穂（ＮＷＥＣ)
ＴＩＣ

SR201

13:45

14:30-
16:00

日本政府の人身取引対策：「人身取引対策行動
計画2014に基づく日本の取組」（内閣官房）

藤森　大輔（内閣官房副長官補（内政担当）付参事官補佐) 内閣府8号館
5階共用D会議室

25日 金

10:00-
12:00

自治体の人身取引対策（女性保護）：東京都女
性相談センター

三木　明香（東京都女性相談センター所長)
東京都女性相談
センター

14:00‐
17:00

日本政府の人身取引対策：厚生労働省（女性保
護）

阿部　浩志（厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課女性保護専
門官)

TIC SR402

26日 土
27日 日 ＴＩＣ

10時 バスＮＷＥＣ到着予定
28日 月 10:15-

10:35
理事歓迎挨拶・課室長紹介、研修員紹介 理事、課室長、ＮＷＥＣ講師

10:35-
11:00

男女共同参画の推進（英） 髙原　幸子（国立女性教育会館研究国際室長）

11:00-
12:15

NWECの研修事業－相談員の力量形成とフェミ
ニストカウンセリングー（逐次）

丹羽　麻子（国立女性教育会館事業課専門職員）

13:30-
14:15

茶室見学 NWEC職員（情報課関森、事業課中嶋、研究国際室） 響書院

14:30-
17:30

カントリーレポート（英） 研修員、ＮＷＥＣ 研修棟101室

29日 火 9:00-
10:00

カントリーレポート（英） 研修員、ＮＷＥＣ

10:10 理事長、理事　記念撮影（研修棟） 理事長、理事、研修員

10:30-
12:00

移住女性の医療と健康：セクシュアル・リプロダ
クティブ・ヘルス（英）

斎藤百合子（明治学院大学客員教授）

13:00-
13:30

国際機関の人身取引対策：国際移住機関の取組（英） 森田カリーナ（国際移住機関（IOM)チーフ・ケースワーカー）

13:30-
17:30

グループ討議
森田カリーナ（国際移住機関（IOM)チーフ・ケースワーカー）
斎藤百合子（明治学院大学客員教授）
渡辺　美穂（国立女性教育会館研究国際室研究員)

30日 水 9:00-
12:00

カントリーレポート分析・好事例の共有
研修員
渡辺　美穂（国立女性教育会館研究国際室研究員)

NWEC
研修棟101室

13時 バスＮＷＥＣ出発予定

14:00-
16:00

民間団体の取組：在住外国人に対する地域の国
際交流や生活支援

石井ナナヱ理事長（ふじみの国際交流センター理事長）
安銀柱（ふじみの国際交流センター副理事長）　他

ふじみの国際交
流センター

31日 木 9:30-
11:30

日本政府の人身取引対策：警察庁
新井　淳（警察庁生活安全局保安課人身取引対策係警察庁
警視)

TIC
SR402（24人）

14:30-
17:30

日本政府の人身取引対策：東京入国管理局 中山　敦雄（東京入国管理局総務課渉外調整官） 東京入国管理局

11月1日 金 7:45発

10:00-
12:00

民間の取組：社会福祉法人による地域の外国人
支援

花崎みさを（社会福祉法人一粒会理事長・統括施設長)
中尾　充孝（同　「野の花の家」施設長)

13:00-
15:00

民間の取組：社会福祉法人による地域の外国人
支援グループ

小林　晶子（同　「ＦＡＨこすもす」副施設長)、鳥海　典子（同主
任母子指導員　「ファミリーセンター・ヴィオラ」スタッフ　他

2日 土 10:00-
1３:00

民間団体の取組：ウェラワーリによる同行支援と
長期的サポート、在日タイ人の現状

福島由利子(ウェラワーリ コーディネーター事務局、相談員）他
TIC

SR２０１

16:00 都内

17:00-
21:00

民間団体の取組：夜の街歩きスタディーツアー
　　　（合間にバス移動あり）

一般社団法人Colabo 都内

3日 日 TIC

5日 火 9:30-
12:30

民間団体の支援：電話相談と切れ目のない支援
遠藤　智子（一般社団法人社会的包摂サポートセンター事務
局長）他

社会的包摂
サポートセンター

14:00-
17:00

民間団体の取組：外国人労働者が直面する課
題

鳥井一平　（特定非営利活動法人移住者と連帯する全国ネッ
トワーク代表理事)、山岸素子　（特定非営利活動法人移住者
と連帯する全国ネットワーク事務局長）

御徒町

6日 水 10:00-
12:00

研修成果とアクションプラン作成 研修員、ＮＷＥＣ SR別館AB

14:30-
17:30

民間団体による法的支援
皆川　涼子（人身取引被害者弁護団、弁護士）
大谷美紀子（人身取引被害者弁護団、弁護士）

SR別館AB

7日 木 10:00-
12:00

JICAのＡＳＥＡＮ地域における人身取引対策等
の取組

山口　綾（国際協力機構専門員(JICA)） SR別館AB

13:00-
17:30

研修成果とアクションプラン作成 研修員、ＮＷＥＣ SR別館AB

８日 金 9:00‐
12:00

アクションプラン発表と有識者によるコメント（英
語）

ＩＯＭ、研究者、団体等の有識者、ＮＷＥＣ、ＪＩＣＡ SR別館AB

12:15-
13:30

ランチ交流会 成果発表と意見交換会出席者、ＮＷＥＣ、ＪＩＣＡ SR408

13:45 評価会 研修員、ＪＩＣＡ、ＮＷＥＣ SR別館AB

16:45-
15:15

研修員代表挨拶、修了証書授与 研修員、ＪＩＣＡ、ＮＷＥＣ SR303

9日 土 帰国

移動（バス）JICA発

TIC

ＴＩＣＴＩＣ
SR403

TIC
移動（バス）JICA発

NNWWEECC

NWEC
研修棟101室

NNWWEECC

TTIICC

TIC

本館2階会議室･
大

社会福祉法人
一粒会

TIC

TIC

ＴＩＣ

TIC

TIC

TIC
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２２００１１９９年年度度課課題題別別研研修修「「アアセセアアンン諸諸国国ににおおけけるる人人身身取取引引対対策策協協力力促促進進」」研研修修日日程程

曜曜日日 時時間間 研研修修内内容容 講講師師 研研修修場場所所 宿宿泊泊先先

10月22日 火 来日、移動　成田国際空港 → 幡ヶ谷(ＴＩＣ) ＴＩＣ

23日 水 AM JICAブリーフィング ＪＩＣＡ

13:30-
14:00

オリエンテーション、関係者紹介、プログラム全体説明 阿部　亮子（国際協力機構（JICA)）

14:00-
17:30

プログラム詳細説明・施設見学諸注意 渡辺美穂（国立女性教育会館研究国際室研究員（NWEC))

24日 木 9:30-
12:00

人身取引問題の解決に向けた課題共有 研修員、渡辺　美穂（ＮＷＥＣ)
ＴＩＣ

SR201

13:45

14:30-
16:00

日本政府の人身取引対策：「人身取引対策行動
計画2014に基づく日本の取組」（内閣官房）

藤森　大輔（内閣官房副長官補（内政担当）付参事官補佐) 内閣府8号館
5階共用D会議室

25日 金

10:00-
12:00

自治体の人身取引対策（女性保護）：東京都女
性相談センター

三木　明香（東京都女性相談センター所長)
東京都女性相談
センター

14:00‐
17:00

日本政府の人身取引対策：厚生労働省（女性保
護）

阿部　浩志（厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課女性保護専
門官)

TIC SR402

26日 土
27日 日 ＴＩＣ

10時 バスＮＷＥＣ到着予定
28日 月 10:15-

10:35
理事歓迎挨拶・課室長紹介、研修員紹介 理事、課室長、ＮＷＥＣ講師

10:35-
11:00

男女共同参画の推進（英） 髙原　幸子（国立女性教育会館研究国際室長）

11:00-
12:15

NWECの研修事業－相談員の力量形成とフェミ
ニストカウンセリングー（逐次）

丹羽　麻子（国立女性教育会館事業課専門職員）

13:30-
14:15

茶室見学 NWEC職員（情報課関森、事業課中嶋、研究国際室） 響書院

14:30-
17:30

カントリーレポート（英） 研修員、ＮＷＥＣ 研修棟101室

29日 火 9:00-
10:00

カントリーレポート（英） 研修員、ＮＷＥＣ

10:10 理事長、理事　記念撮影（研修棟） 理事長、理事、研修員

10:30-
12:00

移住女性の医療と健康：セクシュアル・リプロダ
クティブ・ヘルス（英）

斎藤百合子（明治学院大学客員教授）

13:00-
13:30

国際機関の人身取引対策：国際移住機関の取組（英） 森田カリーナ（国際移住機関（IOM)チーフ・ケースワーカー）

13:30-
17:30

グループ討議
森田カリーナ（国際移住機関（IOM)チーフ・ケースワーカー）
斎藤百合子（明治学院大学客員教授）
渡辺　美穂（国立女性教育会館研究国際室研究員)

30日 水 9:00-
12:00

カントリーレポート分析・好事例の共有
研修員
渡辺　美穂（国立女性教育会館研究国際室研究員)

NWEC
研修棟101室

13時 バスＮＷＥＣ出発予定

14:00-
16:00

民間団体の取組：在住外国人に対する地域の国
際交流や生活支援

石井ナナヱ理事長（ふじみの国際交流センター理事長）
安銀柱（ふじみの国際交流センター副理事長）　他

ふじみの国際交
流センター

31日 木 9:30-
11:30

日本政府の人身取引対策：警察庁
新井　淳（警察庁生活安全局保安課人身取引対策係警察庁
警視)

TIC
SR402（24人）

14:30-
17:30

日本政府の人身取引対策：東京入国管理局 中山　敦雄（東京入国管理局総務課渉外調整官） 東京入国管理局

11月1日 金 7:45発

10:00-
12:00

民間の取組：社会福祉法人による地域の外国人
支援

花崎みさを（社会福祉法人一粒会理事長・統括施設長)
中尾　充孝（同　「野の花の家」施設長)

13:00-
15:00

民間の取組：社会福祉法人による地域の外国人
支援グループ

小林　晶子（同　「ＦＡＨこすもす」副施設長)、鳥海　典子（同主
任母子指導員　「ファミリーセンター・ヴィオラ」スタッフ　他

2日 土 10:00-
1３:00

民間団体の取組：ウェラワーリによる同行支援と
長期的サポート、在日タイ人の現状

福島由利子(ウェラワーリ コーディネーター事務局、相談員）他
TIC

SR２０１

16:00 都内

17:00-
21:00

民間団体の取組：夜の街歩きスタディーツアー
　　　（合間にバス移動あり）

一般社団法人Colabo 都内

3日 日 TIC

5日 火 9:30-
12:30

民間団体の支援：電話相談と切れ目のない支援
遠藤　智子（一般社団法人社会的包摂サポートセンター事務
局長）他

社会的包摂
サポートセンター

14:00-
17:00

民間団体の取組：外国人労働者が直面する課
題

鳥井一平　（特定非営利活動法人移住者と連帯する全国ネッ
トワーク代表理事)、山岸素子　（特定非営利活動法人移住者
と連帯する全国ネットワーク事務局長）

御徒町

6日 水 10:00-
12:00

研修成果とアクションプラン作成 研修員、ＮＷＥＣ SR別館AB

14:30-
17:30

民間団体による法的支援
皆川　涼子（人身取引被害者弁護団、弁護士）
大谷美紀子（人身取引被害者弁護団、弁護士）

SR別館AB

7日 木 10:00-
12:00

JICAのＡＳＥＡＮ地域における人身取引対策等
の取組

山口　綾（国際協力機構専門員(JICA)） SR別館AB

13:00-
17:30

研修成果とアクションプラン作成 研修員、ＮＷＥＣ SR別館AB

８日 金 9:00‐
12:00

アクションプラン発表と有識者によるコメント（英
語）

ＩＯＭ、研究者、団体等の有識者、ＮＷＥＣ、ＪＩＣＡ SR別館AB

12:15-
13:30

ランチ交流会 成果発表と意見交換会出席者、ＮＷＥＣ、ＪＩＣＡ SR408

13:45 評価会 研修員、ＪＩＣＡ、ＮＷＥＣ SR別館AB

16:45-
15:15

研修員代表挨拶、修了証書授与 研修員、ＪＩＣＡ、ＮＷＥＣ SR303

9日 土 帰国

移動（バス）JICA発

TIC

ＴＩＣＴＩＣ
SR403

TIC
移動（バス）JICA発

NNWWEECC

NWEC
研修棟101室

NNWWEECC

TTIICC

TIC

本館2階会議室･
大

社会福祉法人
一粒会
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研修生のアンケート集計

   国     名
性
別

属
性

案
件
目
標
を
達
成
で
き
た
か

研
修
で
の
経
験
は
役
立
つ
か
*

1 カンボジア 男 CSO 3 B

2 カンボジア 女 保護 3 A

3 ラオス 女 政策 4 A

4 ラオス 女 保護 4 A

5 ミャンマー 男 警察 3 A

6 ミャンマー 女 保護 3 A

7 フィリピン 女 保護 4 A

8 フィリピン 男 防止 4 A

9 タイ 男 警察 3 A

10 タイ 男 CSO 4 A

11 ベトナム 男 保護 4 B

12 ベトナム 男 警察 4 B

評価４（充分に達成） 7 9 業務に直接活用できる
評価３（達成） 5 3 業務に応用できる
評価４（充分に達成） 58.3% 75% 業務に直接活用できる
評価３（達成） 41.7% 25% 業務に応用できる

100.0% 100%

＊4段階評価
A
B
C
D

はい、業務に直接的に活用することができる。
直接的に活用することはできないが、業務に応用できる。
直接的に活用、応用することはできないが、自分自身の参考になる。
いいえ、全く役立たない
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【全体施設利用率】
　（研修施設利用率(56.8%) ＋ 宿泊施設利用率(46.7％) ) ／2 ＝51.8％　　（令和元年度目標：53％）

【第４期中期計画：PFI事業の適切な実施のための監視・協力】

【令和元年度計画：PFI事業の適切な実施のための監視・協力】
　宿泊施設の利用率については48％、研修施設の利用率については58％を目指し、施設全体の利用率として53％を達成する。

　宿泊施設を含め、施設利用率について、中期目標期間中に55％以上を達成する。また、施設ごとの利用率の目標について
　は、PFI事業者と協議の上、年度計画において適切に設定する。

宿宿泊泊施施設設及及びび研研修修施施設設利利用用率率のの推推移移（（平平成成３３００年年度度～～令令和和元元年年度度））

国国立立女女性性教教育育会会館館延延利利用用者者数数のの推推移移（（平平成成１１９９年年度度～～令令和和元元年年度度））

（注）1 改修工事のための休館（平成22年11月15日～23年2月28日）

2 台風19号関連によるキャンセル（推計） ：令和元年度：日帰5,015名、宿泊1,850名 合計 6,865名

3 コロナウィルス関連によるキャンセル（推計）：令和元年度：日帰3,910名、宿泊8,302名 合計12,212名
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宿宿泊泊施施設設

年年間間利利用用率率 ：：HH3300 4488..66%%

現現在在のの平平均均利利用用率率：：RR11 4466..77%%

研研修修施施設設

年年間間利利用用率率 ：：HH3300 5588..55%%

現現在在のの平平均均利利用用率率：：RR11 5566..88%%
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